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平成18年度浄土宗神奈川教区青年会事業報告
月 日 容内 所場

4月 4日 (火 )

5日 (水 )

21日 (金 )

27日 (木 )

関ブロ浄青御忌詠唱奉納大会  参加者7名

関東三大本山別時念仏会 (東京教区) 参加者9名

第1回理事会

定期総会神浄青入会式・卒業式  参加者66名

大本山増上寺

大本山増上寺

大本山光明寺

大本山光明寺

5月 29日 (月 ) 第2回理事会 新旧歓送迎会  参加者47名 大本山光明寺・鶴ケ岡会館

6月

9日 (金 )

22日 (木 )～23日 (金 )

23日 (金 )～28日 (水 )

機関紙『浄青神奈川』第33号発行

第1回法然塾  参加者47名

第34回関プロ浄青総会並びに研修会  参加者40名

浄土宗ハワイ教区授戒会並びに宗祖法然上人800年大遠忌記念法要 参加者7名

大本山光明寺

甲府湯村常盤ホテル(担当 山梨教Iκ

ハワイ浄土宗別院

7月 4日 (火 )

28日 (金 )～30日 (日 )

30日 (日 )

大本山光明寺開山忌前清掃奉仕。第3回理事会  参加者57名

第59回夏期僧堂手伝い(関東地方教化センター・神奈川教EX)延べ33名

全国大雨災害救援托鉢  参加者6名

大本山光明寺

大本山光明寺

高徳院

8月 30日 (水 ) 浄土宗青年会 第2回全国大会 (関東プロック) 参加者81名 ヨコハマグランドインターコンチネンタルホテ1

9月 12日 (火 )

28日 (木 )

第4回理事会

神奈川教区長杯争奪ソフトボール大会  参加者72名

大本山光明寺

酒匂川スポーツ広場 (担当 小田原イl

10月 10日 O尺 )

14日 (土 )

大本山光明寺十夜前清掃奉仕 第5回理事会  参加者51名

十夜托鉢 十夜法要手伝い  参加者11名

大本山光明寺

大本山光明寺

11月 8日 (水 )

17日 (金 )

関ブロ浄青スポーツ交流大会 (埼玉教区) 参加者25名

第2回法然塾  参加者30名

対内紙『NICE BOSE通信』第11号発行

荒川総合運動公園

靖国神社・千鳥ケ淵戦没者墓苑

12月 12日 (火 ) 第6回理事会忘年会 (参加者47名 ) 大船 好養

1月 24日 (水 ) 御忌別時会 第7回理事会 大本山光明寺

2月 フ日 (水 )～8日 (木 ) 第32回全国浄土宗青年会総合研修会  参加者8名 広島 (妙慶院・]4和記念公国資本1館東rl

3月 7日 (水 )～8日 (木 )

9日 (金 )

30日 (金 )

第3回法然塾・他宗団見学  参加者24名

全浄大別時会 (関プロ担当) 参加者15名

第8回理事会

京都 (宗務庁・知恩院・禅林寺等|

大本山増上寺

大本山光明寺

第
二
回
全
国
大
会
報
告

昨
年
の
八
月
三
十
日
、
ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
Ｉ
Ｐ
／

チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
を
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と
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し
ま
し
て
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関
東
ブ
ロ
ッ

ク
主
催
、
神
奈
川
教
区
担
当
に
よ
る
「浄
土
宗
青
年
会

第
二
回
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
テ
ー
マ
を
「同
入
和
合
海
―
共
に
育
み
　
共
に
生

き
る
―
」
と
題
し
ま
し
て
、
義
家
弘
介
氏
、
小
山
内
美
江

子
氏
、
林
田
康
順
師
に
ご
講
演
頂
い
た
今
大
会
は
、
残
暑

の
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
か
ら
四
人
○
名

を
超
え
る
青
年
僧
侶
に
ご
参
加
を
頂
き
、
皆
さ
ん
の
お
話

を
熱
心
に
聞
き
入
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

研
修
会
終
了
後
の
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
笑
顔
、

笑
い
声
が
絶
え
る
こ
と
は
な
く
、
教
区
を
越
え
て
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

浄土宗青年会
』雪
2`早
キ見参
会
芍
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紳 静脅各燿燿倉

鎌
合
色
今
姜
す
け

は
こ

こ
ん
に
ち
は
、
鎌
倉
組
会
長
の
蓮
乗
院
　
士
口
田
佳

之
で
す
。

今
年
度
よ
り
、
浄
林
寺
　
佐
藤
穣
隆
上
人
が
入
会

致
し
ま
し
て
総
勢
二
十
五
名
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年

度
は
、　
一
泊
二
日
で
滋
賀
県
に
研
修
旅
行
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
本
山
　
蓮
華
寺
、
新
知
恩
院
等
複

数
の
寺
院
を
参
詣
し
、
ま
た
佛
師
工
房
見
学
い
た
し

ま
し
た
。
普
段
手
を
合
わ
せ
て
い
る
仏
像
が
ど
の
様

に
作
ら
れ
、
修
復
さ
れ
る
か
、
ま
た
木
の
産
地
、
場

所
、
性
質
、
仏
像
の
安
置
さ
れ
る
場
所
に
よ
り
い
ろ

い
ろ
な
苦
労
が
あ
る
な
ど
と
て
も
興
味
深
い
お
話
を

頂
戴
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
蓮
勝
寺
　
柴
田
哲
彦
先
生
に
ご
指
導

を
頂
い
て
い
る
港
南
組
と
の
合
同
で
の
勅
修
御
伝
の

講
読
研
修
会

（八
月
、
十
二
月
を
除
く
毎
月
）
を
中

心
に
同
じ
く
港
南
組
と
の
合
同
法
式
研
修
会
、
三
浦

組
と
の
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
、
忘
年
会
を
昨
期
に
引

き
続
き
開
催
予
定
で
す
。
ま
た
九
月
の
上
旬
に
研
修

旅
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
勅
修
御
伝
は
開
始
し
ま

し
て
八
年
が
過
ぎ
、
よ
う
や
く
半
ば
ま
で
進
み
ま
し

た
。
講
読
研
修
会
参
加
希
望
の
方
は
遠
慮
な
く
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

副
会
長
の
成
実
洋
史
上
人
、
事
務
局
の
曇
瀬
弘
昌

上
人
、
会
計
の
伊
香
輪

一
暁
上
人
を
は
じ
め
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
戴
し
て
、
無
事
に
務
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
な
に
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

籠
椰

曖
ざ

瑳
雄

一一一
こ
ん
に
ち
は
、
Ｖ
Ｃ
Ｍ
こ
と
三
浦
組
浄
青
会
で
す
。

先
ず
は
、
平
成
十
八
年
度
の
事
業
報
告
で
す
。

懇
親
を
は
か
る
活
動
と
し
て
、
七
月
二
十
六
日
に
伝

統
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
並
び
に
ビ
ン
ゴ
大
会
を
三
浦
の

「ビ
ー

チ
バ
ム
」
に
て
行
い
ま
し
た
。
毎
年
、
家
族
親
睦
会
を

兼
ね
て
行
っ
て
い
ま
す
。
奥
様
方
や
お
子
様
方
の
交
流

も
益
々
深
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
二
月
十
八
日
に
恒
例
の
忘
年
会
を
横
須
賀

の

「鳥
の
巣
」
に
て
行
い
ま
し
た
。
三
浦
ら
し
く
？
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

活
性
化
を
は
か
る
活
動
と
し
て
、
五
月
二
十
六
日
杉

浦
定
徳
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
詠
唱
研
修
会
を
無
量

寺
に
て
行
い
ま
し
た
。
会
員
で
一緒
に
お
唱
え
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
詠
唱
に
触
れ
る
機
会
が
な
い
の
で
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

十
一月
二
十
八
～
三
十
日
は
今
年
度
の
研
修
の
下
見

と
言
う
こ
と
で
、
韓
国
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
先
輩
の

村
井

・
鈴
木

・
杉
浦
各
上
人
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
短
期
間
で
限
ら
れ
た
場
所
で
し
た
が
、
多
少
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
も
出
来
、
安
心
し
て
今
年
度
の
研
修

を
迎
え
る
自
信
も
つ
き
ま
し
た
。

次
に
、
平
成
十
九
年
度
の
事
業
計
画
で
す
。

懇
親
を
は
か
る
活
動
と
し
て
、
今
年
度
も
七
月
に
家
族

親
睦
を
兼
ね
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
と
十
二
月
に
忘
年
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

活
性
化
を
は
か
る
活
動
と
し
て
、
六
月
に
慶
野
匡
文

先
生
に
よ
る
布
教
研
修
会
、
十
～
十
一月
に
吉
水
祥
史

先
生
に
よ
る
法
式
研
修
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

第
一線
で
ご
活
躍
の
先
生
が
三
浦
浄
青
の
先
輩
に
い
ら
つ

し
ゃ
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
研
修
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
け
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
た
で
」と
で
す
。

他
組
か
ら
の
ご
参
加
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
興

味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

今
期
の
目
玉
と
も
言
う
べ
き
海
外
研
修
は
、
五
月
二

十
二
～
二
十
五
日
に
韓
国
へ
行
き
ま
す
。
隣
国
の
仏
教

文
化
に
触
れ
、
知
識
の
向
上
と
親
睦
を
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
古
都
慶
州
や
世
界
遺
産
の
八
万
大
蔵
経
版

木
が
あ
る
海
印
寺
を
訪
問
す
る
予
定
で
す
。
五
月
二
十

四
日
は
陰
暦
の
四
月
八
日
に
あ
た
り
、
韓
国
で
は
盛
大

な
花
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
そ
う
で
す
の
で
、
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

早
い
も
の
で
Ｖ
Ｃ
Ｍ
も
二
年
目
と
な
り
ま
す
。
今

年
度
も
三
浦
カ
ラ
ー
で
頑
張
つ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

呻

,F
魚
力倉
二
す

工
資

聖
名
　
今
期
早
く
も

一
年
が
経
過
し
、
中
郡
浄
青
で

は
数
々
の
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

講
師
に
塩
澤
智
彦
上
人
を
お
迎
え
し
た
法
式
教
室

は
年
度
中
開
催
数
六
回
を
か
ぞ
え
、
基
本
的
な
こ
と

か
ら
、
知

っ
て
い
る
つ
も
り
で
意
外
と
理
解
し
て
い

な
か

っ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
に
理
解
を
深
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
郡
浄
青
恒

例
の
家
族
親
睦
会
は
七
月
に
大
磯

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ

・

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
盛
会
の
う
ち
に
開
催
さ

れ
、
十
二
月
に
ハ
ワ
イ
開
教
区
ホ
ノ
ル
ル
別
院
に
お

い
て
行
わ
れ
た

ハ
ワ
イ
開
教
区
浄
青
と
の
交
流
事
業

で
は
、
中
村
総
監
ご
臨
席
の
も
と
当
会
事
務
局
長
で

あ
る
鷲
見
宗
信
君
が
、
行
華
十
念
を
理
念
と
す
る
仏

式
結
婚
式
に
つ
い
て
の
発
表
を
行

っ
た
の
ち
、
両
浄

青
会
員

一
同
輪
に
な

っ
て
大
数
珠
を
繰
り
別
時
念
仏

を
修
し
、
大
変
み
の
り
多

い
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
浄
青
卒
業
会
員
が
三
名
、
新
入
会
員
０

名
と
、
人
数
的
に
少
々
寂
し
く
は
な
り
ま
す
が
、
昨

年
度
同
様
の
各
事
業
に
加
え
、
三
万
遍
別
時
念
仏
会
、

仏
式
結
婚
式
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
、
高
座
浄
青
と
の

親
睦
会
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
活
動
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
末
、
中
郡
浄

青
の
大
先
輩
で
あ
り
ま
す
当
会
会
長
経
験
者
の
日
比

野
隆
道
上
人
と
小
山
諦
生
上
人
が
相
次
い
で
ご
遷
化

さ
れ
、
会
員

一
同
悲
し
み
に
暮
れ
た
ば
か
り
で
あ
り

ま
す
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

一
キ
け
凛
魚

絆
ざ
導
・

平
成
十
九
年
度
も
引
き
続
き
小
田
原
組
青
年
会
の

会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
善
光
寺
の
松
蔭
英
宣

で
す
。
今
年
も
小
浄
青
一九
と
な
っ
て
浄
青
活
動
を
盛

り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
度
の
小
浄
青
の
活
動
は
、
毎
月
第
三
日
曜
日
の

夜
に
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
岩
崎
会
員
に
よ
る
布
教
実
演
研
修
、

成
田
会
員
に
よ
る
施
餓
鬼

・
十
夜
の
役
配
毎
の
作
法
研

修
、
北
郁
賢
雄
上
人
に
よ
る
十
夜
諷
誦
文
回
向

・
来

迎
和
讃
実
演
研
修
、
小
島
伸
方
上
人
よ
る
日
常
勤
行

・

通
夜

・
葬
儀
式
の
法
式
研
修
等
、
お
互
い
の
悩
み
を
打

ち
明
け
、
初
心
に
戻
り
切
磋
琢
磨
し
た
こ
と
に
よ
り
、

青
年
僧
侶
と
し
て
少
し
は
成
長
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
対
外
的
な
小
浄
青
活
動
と
し
て
、
十
二
月

二
十
三
日
に
は
恒
例
の
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
を
小
田
原

駅
改
札
前
に
て
行
い
、
十
万
円
を
超
え
る
浄
財
を
社
会

福
祉
協
議
会
へ
寄
付
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
神
浄
青
教
区
長
杯
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
担
当
組
と
し
て
、
秋
晴
れ
の
中
、
参
加
者
八
十

余
名
の
盛
会
を
も
っ
て
開
催
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
の

も
、
偏
に
会
員
皆
様
の
ご
厚
情
の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
毎
月
第
三
日
曜
日
の

夜
に
小
島
伸
方
上
人
を
お
迎
え
し
て
の
法
式
研
修
や
石

川
会
員
に
よ
る
教
学
研
修
、
大
場
会
員
に
よ
る
書
道

研
修
、
恒
例
の
歳
末
助
け
合
い
托
鉢
、
家
族
親
睦
会

等
、
盛
り
沢
山
な
事
業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
ｃ

浄
青
活
動
を
通
し
て
、
親
睦
を
深
め
、
青
年
僧
侶

と
し
て
お
互
い
に
成
長
で
き
る
様
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
ご

協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す
．

5
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第

三
回

去
る
平
成
十
九
年
三
月
七
、
八
日
に
、
第
三
回
法

然
塾
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
法
然
塾
は
、
「宗
議

会
見
学
」
と

い
う
こ
と
で
、
京
都
に
あ
り
ま
す

「浄

土
宗
宗
務
庁
」
を
訪
ね
ま
し
た
。
遠
方
に
も
関
わ
ら

ず
、
総
勢
二
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
定
期
宗
議
会
の
会
期
中
と
い
う
こ
と
で
、

神
奈
川
教
区
選
出
の
里
見
嘉
嗣
上
人
が
、
副
議
長
と

し
て
議
会
を
円
滑
に
進
行
す
る
様
子
や
、
同
じ
く
神

奈
川
教
区
議
員
宮
林
雄
彦
上
人
が
発
言
さ
れ
る
姿
を

見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
議
会
終
了
後
は
、
場
所

を
宿
泊
先
で
あ
り
ま
す

「
ギ
オ
ン
福
住
」

へ
移
動
し
、

テ
ー
ブ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
会
議
場
の

雰
囲
気
や
議
会
中
の
様
子
な
ど
、
印
象
に
残

っ
た
こ

と
を
述
べ
合

い
ま
し
た
。
途
中
、
里
見

・
宮
林
両
議

員
も
加
わ
り
、
宗
議
会
に
関
す
る
様
々
な
レ
ク
チ
ャ
ー

を
頂
き
、
第
三
回
法
然
塾
の
初
日
は
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

中
郡
組
　
士
口
田
　
健

一

前
日
の

一宗
議
会
見
学
」
に
続
き
、
一法
然
上
人
御

遺
跡
め
ぐ
り
―
法
然
上
人
の
息
吹
を
求
め
て
―
」
と

題
し
、
自
宅
寺
蔵

「応
永
頃

（
一
三
九
四
～

一
四
二

人
）
ノ
古
図
写
」
に
基
づ
き
、
法
然
上
人
が
お
住
ま

い
だ

っ
た
坊
の
六
百
年
前
の
位
置
や
境
内
拡
張
が
な

さ
れ
る
以
前
の
知
恩
院
の
状
況
等
を
確
認
し
、
上
人

が
踏
み
し
め
ら
れ
た
東
山
界
隈
を
実
地
に
散
策
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
上
人
の
息
吹
を
身
近
に
感
じ
取
る

こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

ま
ず
八
坂
神
社

【祇
園
社
】
貧
】
内
は
前
掲

「古

図
写
」
記
載
）
を
参
拝
、
そ
の
境
内

【祇
園
林
】
を

抜
け
、
円
山
公
園
内
の
法
然
上
人
旧
坊

【吉
水
西
坊

・

吉
水
中
坊

・
吉
水
東
新
坊
】
跡
に
て
十
念
、
〓
口水
】

の
由
来
と
な
っ
た

「吉
水
井
」
を
確
認
し
、
同
時
に

大
弁
財
天
を
参
拝
、
続
け
て
慈
円
中
興
に
な
る

【円

山
安
養
寺
】
堂
内
に
て
勤
行
、
解
説
を
伺
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
二
祖
対
面
の
地
と
伝
え
ら
れ
る

「法
垂
の

窟
」
を
参
拝
、
「大
谷
」
を
通
過
し
、
捨
世
派
本
山

【
一

心
院
】
参
拝
、
御
廟
修
復
中
の
た
め
、
法
然
上
人
の

舎
利
が
祀
ら
れ
て
い
る

【知
恩
院
】
勢
至
堂
内
で
勤

行
し
、
当
時
の
境
内
地
を
確
認
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ

て
、
濡
神
神
社

・
歴
代
犯
下
墓
所

。
家
康
公
娘
千
姫

墓
等
を
参
拝
、
御
影
堂
前

・
阿
弥
陀
堂
前
に
て
十
念
、

三
門
下
を
通
過
し
、
【親
鸞
上
人
廟
堂
本
願
寺
】
跡
に

建
つ
崇
泰
院
に
て
十
念
、
黒
門
前
瓜
生
石

（知
恩
院

七
不
思
議
）
を
確
認
し
、
【青
蓮
院
】
や

【尊
勝
院
】
、

栗
田
神
社

【粟
田
天
王
】
等
を
参
詣
し
、
南
禅
寺
を

経
て
、
永
観
堂
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

山
道
も
あ
り
、
ハ
ー
ド
な
コ
ー
ス
で
あ
り
ま
し
た

が
、
脱
落
者
も
な
く
、
全
員
が
宗
祖
法
然
上
人
の
息

吹
を
感
じ
、
報
恩
謝
徳
の
志
を
強
く
し
た

一
時
で
あ

り
ま
し
た
。

京
浜
組
　
林
田
　
康
順

フ
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３準
軍
哺
盲
マ
ー
コ
●
，

０
翌
ｍ
，
ι
軍
η
コ
童
￥
コ
■
甲
腫
⑫
■
予
園
判
孝

夏
喜
γ
η
Ｆ
Ｔ
マ
難
昇

ｏ準
撃
詢
Ｔ
■
申
畔
妙
η
暮

コ
叫
琢
Ｆ
⑫
彰
Ｙ
擢
⑫

”
具
夢

・
ビ
》
具
夢
，
■

ツ
Ｙ
Ｔ
中
掘
⑫
醤
回
ル
酵

ヽ
ク
単
⑫
解
影
準
ツ
準
マ

タ
騨
孝
Ｙ
Ｔ
薯
距
業
〓
醤
》
旱
環
韓

γヽ
゛
評
γ
哺

，
■
叫
率
コ
半
童
⑫
コ

多ヽ
γ
η
渠
ａ
孝
コ
慟
薔

ｏ
γ
■
準
辛
甲
）
童
ツ
ν
軍
，
●
６
澤

聯
コ
目
多
聾
γ
哺
郵
ア
４
キ
‘
キ
⑫
７
γ
彰
丁
⑫
Ｖ

‘
Ａ
ζ
⑫
割
γ
哺
口
孝
半
呈
⑫
ツ
ン
η
ツ

半ヽ
呈
―

哺
ア

「
ｏ
●
γ
澤
ン
γ
哺
，
ュ
鼻
●
ヨ
士
γ
，
９
）

ソ
コ
多
準
以
γ
昴
―
を
ｆ
ｑ
撃
０
亜
璽
「
゛
互
年
ユ

η
ア
彰
準
つ
Ｑ
回
」
ヽ
γ
●
以
ｃ
と
■

０
年
以
静
緋

ヾ
醤
》
γ
絆
軍

γヽ
準

ｏ
γ
η
２
童
⑫
マ

「
゛
彙
⊥

γ
尋
年
≫
■
耳
？
ν
♪
υ
≫
コ
難
昇
⑫
率
日
γ
哺
Ⅳ

γ
哺
，
ｑ
γ
勁
Ｆ
」
ヽ
２
鯛
髯
山
多
⑫
γ
和
評
γ
哺

以
γ
量
コ
宗
Ｖ
９
ク
孝
⑫
獲
碑
と
単
丁
γ
⑫
聯
秦

ｏ
γ
■
準
マ
早
コ
制
警

蜂
γ
η
以
哺
ロ
ツ
畔
）
呈
孝
著
ワ
勁

ユヽ
⑫
γ
■
２

菫
影
Ⅵ
⑫
配
判
斗
妻
＝
９
，
０
哺
ア
γ
孝

ｏ
γ
■
準

哺
準
η
，
Ｒ
Ｆ
）
側
判
コ
割
―
哺
ア
ι
マ

２ヽ
撃
尊

⑫
ア
裂
，
Ｐ
■
４
秦
百
濯
騨
ク
号
利
割
判
⑫
６
￥
以

■
ツ

１ヽ
４
２
４
ｒ
⑫
則
彰
コ
コ
ツ
Ｔ
コ
彰
丁
⑫
聯

秦

・
￥
百
則
⑫
首
留
一軍
⑫
妻
１
１
／

・
湘
，
３
■
γ

■
黎
彗
０
準
Ｖ
日

ヽ
（脅
測
９
７
，
単
⑫
７
●
η
当

￥
塁

一
０
中
⑫
童
専
⑫
離
身
↓
）
澤
ｙ
γ
哺
孝
専
吾

γ
●
Ⅳ
γ
哺
，
■
享
田
以
聯
秦

ヽ
哺
影
孝
蟹
撃
⑫
↓

聖
ル
ロ
〓
２
営
↓
昇
叫
彰

国ヽ
古

ｏ
γ
■
２
γ
ユ
撃

ユ
尉
尋
馴
￥
⑫
澤
算
型
昇
叫
琢
⑫
＞
多

コヽ
研
ワ
￥

⑫
ク
年
⑫
聯
碑
さ
彰
下
⑫
縫
￥
，
η
ツ

アヽ
耐
用
年

⑫
拗
舅
準
マ
ツ
０
剃
孝
Ｙ
）

ｏ
γ
■
２
出
葺
利
υ
ツ

多ヽ
準
以
⑫
γ
哺
以
η
聞
■
ア
●
■
撃
９
γ
ι
Ⅳ
Ｑ

回
マ
判
ツ
哺
ユ
嘗
準
）
署
■
γ
α
耐
暴

■ヽ
９
叫
祭

「
γ
●
ン
マ
゛
叫
琢
膨
「
ケ
孝
⑫
＞
多

準ヽ
⑫
ツ
ν

≫
，
■
７
凝
―
コ
癖
Ⅲ
ｖ
‘
負
ζ
，
半
童
⑫
回
↓

ｏ
γ
■
２
ク
単
⑫
剃
ψ
酵
Ｖ

４
漁
ζ
多

一
⑫
↓
〓
⑫
渤
↓

マヽ
ン
γ
●
孝
叫
乎
⑫

跨
回
＋
〓
縫
靭

Ю
呈
景

・
営
》
具
環

ヽ
「
「
半
童

⑫
回
↓

ｏ
γ
η
撃
宰
以
０
当
型
コ
）
■
普
孝
半
童
⑫

コ
⑦
コ

コヽ
Ｔ
７
下
，
軍
単
⑫
営
》
具
豪

・
Ю
具

颯
予
》
営
予
影
￥
Ｏ
Ｆ
幸
寺
珈

Ｏヽ
γ
宗
コ
シ
γ
研

孝
寺
日
Ｉ
撃
繁

ｏ
γ
■
撃
６
●
準
，
■
濯
摯
孝
Ｆ
Ⅵ

出
陛
⑫
尋
聯

９ヽ
辞
孝
和
四
孝
覇
颯
⑫
鱗
）

・
Ⅲ
♀

コ
■

・
首
留
一軍
⑫
翼
丁
繁
霧
回
甲

ヽ
マ
‘
漁
∠
ニ
カ

回ヽ

一
碁
彰
利
営
》
具
豪
⑫
）
Ｙ
叫

９ヽ
騨
孝
醤
》
絆

二

多ヽ
〓
昔
脅
準
嘔
測
⑫
判
⑫
ツ

ｏ
γ
η
翠
ν
ｑ
影

コ
判
⑫
醤
》
具
以
韓
イ
騨
絆
Ξ
り
〓
＋
彰
準
撃
０
マ

ユ
薬
γ
⑫
妻
■
γ
９

「ヽ
羊
童
碧
軍
丁
秦
）
回
酵
砂

Ｖ
郵
⑫
ｒ

ｏ
γ
■
ｆ
澤
，
０
影
２
離
日
⑫
日
団
興
〓

「ヽ
聯
―
イ
ム
κ
ｌ
ム
イ
イ
絆
４
）
４
／
イ
ム
当
Ｖ

‘
６
こ
回
レ
イ

学ヽ
⑫
董
撃
０
聖
七
日
Ｉ
ヨ
繁
業
童

酢
軍
下
秦
）
回
聯
つ
Ｖ
梨
Ｏ
Ｆ
日
γ
＋
ビ
〓
７
￥

ユ
ソ
瀦
認
薫
童

寺
日
Ｉ
ヨ
黎
マ
‘
‘
ζ

ｏ準
準
哺
３
ア
●
γ
■
叫
琢
引
鯛
璽
肇
コ

￥
ア
γ
マ
孝
）

コヽ
プ
マ
）
彰
数
，
９
）
ソ
コ

２ヽ

⑫
を
制
判
●
■
駒
半
コ
宗
Ｖ
Ｉ
準
以
●
■
襲
半
１
，

Ｐ

ｏ
γ
■
準
０
■
ア
影
髯
，
つ
０
年
゛
多
磯

２ヽ
童

ツ
タ
聯
，
■
γ
）
⑫
営
し

■ヽ
）
η

ｏ準
翠
●
３
ア

童
哺
孝
半
冊
）
■
準
を
利
２
Ｙ

一　

利ヽ
つ
亭
判
陥

ｏ
γ
■
準
澤
Ⅳ
γ
●
ユ
■

マ
尋
鞠
ψ
η
軍
喜
９
，
マ
多
γ
η
ｆ
■
受
通

マヽ
ン

γ
哺
ユ
■
♀
０
７
６
子
難
ツ
コ
Ｗ
゛
撃

ｏ
γ
η
撃
哺

影
孝
つ
０
年
ア
彗
Ｗ

２ヽ
日
》
⑫
具
豪
韓
刊
日
宗

ｏ
７
■
準
ν
９
影
ゞ
》
判
陥
轡
膨
以
コ
幸

陥
平
印
率
￥

（Ψ
）
日
回
＋
Ｉ
ビ

一
寺
γ
＋
甲
士

ｏ
γ
■
準
澤
ユ
辞
ア
コ
母
彗
以
要
割

孝
ラ
鉢
⑫
ツ

ａヽ
鮮
ユ
嘗
ヾ
孝
喜
嬌
コ
フ
コ
マ
哺
η

研
彰
￥

「ヽ
渠
ゞ

「劉
勁
国
Ｏ
γ
準
）
」
γ
υ
ヾ
鍵

コ

「
譜
半
幣
」

ηヽ
）
■

ｏ
γ
η
以
γ
■
撃
＊
甲
利

卦
乎
⑫
，
７
γ
準
⑫
＊
形

慟ヽ
７
，
■
尋
童
Ｉ
⑫
刻

魂
γ
研
尋

「〓
繁
￥
寺
旦
Ｙ
Ｙ
Ｔ
落
沼
」

多ヽ

「
票

劉
勁
国
」
ツ
４
■

０
９
哺
）
準
ヾ

「劉
勁
国
０
７
）

）
」
利
摯
雑

多ヽ
準
２
膿
跨
⑦
計
国
螺
章
孝
跨
単
以

「劉
勁
国
Ｏ
γ
）
）
」

コヽ
マ
“
７
幸
絆
難
幕
鬱
￥

ｏ
γ
η
翠
マ
ン
γ
哺
，

■
ゞ
γ
離
イ
像
つ
８
割
陥
以
コ
票
努
妙
マ
単
草
⑫
撃

彙

「
劉
勁
国
ａ
γ
）
）
」

「ヽ
￥
ア
＞
ユ
，
■
Ｍ
半

孝
Ｍ
キ
コ
単
⑫
》
寺
具
Щ
キ
絆
難
印
里

「ヽ
影

一 〇
γ

■
撃
澤
ｙ
γ
●
，
ユ
ヾ
孝
衡
乎
年

畔ヽ
馨
尋
難

「キ

絆
歳
　
幕
醒
￥
」
準
準
吻
マ
０
印
Ｖ
聯
ツ
キ
絆
難
印

里
当
丁
身
，
日
》
⑫
残
□
＋
〓
縫
響

露ヽ
α
墓
多
秦

百
回
当
叫

ヽ
（宰
）
日
Ｙ
ビ
〓
寺
γ
＋
筆
士
ツ
￥

早
群
》
判
Ⅲ
晋
働

早
酵
秦
百
国
半
硼



関
プ

ロ
浄
青
詠
唱
奉
納
大
会
報
告

高
座
組

去
る
平
成
十
九
年
四
月
四
日
、
大
本
山
増
上
寺
に

於

い
て

「
詠
唱
奉
納
大
会
」
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。
神
浄
青
か
ら
は
五
名
、

関
ブ

ロ
浄
青
四
十
数
名

の
参
加

で
あ

り
ま
し
た
。

多
く

の
檀
信
徒

の
皆
様
が
日
ご
ろ

の
成
果
を
奉
納
す
る
中
、
関
プ
ロ
浄

青
は
例
年
通
り

『
月
影

の
御
詠
歌
』

を
青
年
僧
侶
ら
し
く
、
増
上
寺

の
大

殿
の
隅
々
ま
で
響
き
渡
る
ほ
ど
の
大

き
な
声
で
奉
納
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
三
月
九
日

（金
）
大
本
山
増
上
寺

に
於
き
ま
し
て
、
浄
青
会
員
と
檀
信
徒

の
僧
俗

一

体

の

「
全
浄
大
別
時
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

当
日
、
本
堂
内
は
大
勢
の
参
加
者
で

溢
れ
、
行
道

の
最
後
列
で
あ

っ
た
私

は
内
陣
に
上
が
れ
ず
外
陣
で
の
法
要

と
な
り
ま
し
た
。

一
龍
斎
貞
花
師
匠

の
仏
教
講
談
は

参
加
者

の
心
を
虜
に
し
、
師
匠

の
法

然
上
人

へ
の
熱

い
思

い
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

又
、
各
寺

の
檀
信
徒
様
か
ら
申
込

み
の
あ

っ
た
名
号
札
を
浄
青
会
員
が

誰
と
な
く
回
向
す
る
姿
に
は
感
動
し
、

更
な
る
会
員
同
士

の
絆
を
深
め
る
事

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

是
非
又
仲
間
を
誘

っ
て
参
加
し
た

い
ル
）田
心
い
幸
ニ
ソ
３

※

三
人
本
山

・
関
ブ
ロ
浄
青
別
時
念
仏
会

高
座
組
　
香
川
　
陽
祐

去
る
平
成
十
九
年
四
月
五
日
、
大
本
山
増
上
寺
に

於

い
て

「
三
大
本
山

。
関
ブ
ロ
浄
青
別
時
念
仏
会
」

が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
神
浄
青
か
ら

は
八
名
、
関
ブ
ロ
浄
青

・
檀
信
徒
の
皆

様
で
は
総
勢

一
二
〇
名
の
参
加
と
な
り

ま
し
た
。

増
上
寺
の
御
忌
の
最
中
で
あ
り
、
わ

ず
か
な
時
間
で
の
お
念
仏
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
檀
信
徒
の
皆
様

・
浄
青
の
仲

間
と
共
に
お
念
仏
を
お
と
な
え
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
時

間
で
あ
り
ま
し
た
。

平
成
十
九
年
二
月
七
日

（水
）
～
八
日

（木
）

広
島
教
区
西
部
組
妙
慶
院
及
び
平
和
記
念
公
園
資

料
館
に
お

い
て
、
参
加
者

一
三
五
名

（神
奈
川
よ

り
八
名
）
を
も

っ
て
行
わ
れ
た

「第
三

十
二
回
全
国
浄
土
宗
青
年
会
総
合
研
修

会
」
に
参
加
致
し
ま
し
た
。
研
修
会
中
、

特
に
印
象
に
残

っ
た
講
話
と
し
て
、
広

島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
ま
さ
に
そ
の

時
、
広
島
電
鉄

（広
島
市
内
を
走
る
チ

ン
チ
ン
電
車
）
の
車
掌
を
し
て
い
た
、

当
時
わ
ず
か
十
六
才
で
あ

っ
た
末
盛
愛

子
先
生
の
被
爆
体
験
談
で
す
。
あ
ま
り

に
凄
惨
な
状
況
を
伺
い
、
多
く
の
浄
青

会
員
が
言
葉
を
失

っ
て
い
ま
し
た
ｃ
今

後
に
生
か
せ
る
、
実
り
あ
る
研
修
会
で

し
た
＾

一一睡野奮一

「全
浄
大
別
時
会
」
に
参
加
し
て

第
二
十
二
回
全
国
浄
土
宗
青
年
会

総
合
研
修
会
参
加
報
告

平
成
十
九
年
度
総
会
報
告

去
る
平
成
十
九
年
四
月
十
二
日

（木
）
、
大
本
山
光
明
寺
に
て
、

平
成
十
九
年
度
浄
土
宗
神
奈
川
教
区
青
年
会
総
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
午
後
十
二
時
三
十
分
よ
り
、
大
殿
に
て
三
荒
会
長
を
導

師
と
し
、
ご
回
願
を
行

い
、
同

一
時
よ
り
、
石
川
副
会
長
の
宣

言
に
よ
り
総
会
を
開
会
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
第
十
八
期
三
荒
会
長
挨
拶

の
の
ち
、
渡
部
相
談
役
、

続

い
て
神
奈
川
教
区
教
区
長
平
野
仁
司
上
人
よ
り
ご
挨
拶
を
頂

き
ま
し
た
。

三
荒
会
長
が
議
長
に
就
任
し
た
後
、
定
足
数
の
確
認
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
平
成
十
九
年
度
定
期
総
会
は
、
出
席
四
十
九
名
、

委
任
六
十

一
名
、
総
会
員
数

一
三
七
名

の
過
半
数
以
上
の
定
足

数
を
得
て
、
「平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
」
、
「
平
成
十

八
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件
」
、
「
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
案

承
認
の
件
」
、
「
平
成
十
九
年
度
事
業
予
算
案
承
認
の
件
」
の
議

案
を
審
議
致
し
ま
し
た
。

審
議
終
了
後
に
は
、
平
成
十
八
年
度
卒
業
会
員
卒
業
式
並
び

に
平
成
十
九
年
度
新
入
会
員
入
会
式
が
行
わ
れ
、
中
郡
組
よ
り

池
田
敬
道
上
人
と
石
垣

一
彦
上
人
が
ご
出
席
を
さ
れ
、
卒
業
会

員
十
名
を
代
表
し
て
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、
ま
た
、
新
入
会
員

で
は
、
鎌
倉
組
の
佐
藤
穣
隆
上
人
、
小
田
原
組
よ
り
小
島
朗
江

上
人
が
出
席
さ
れ
新
入
会
員
と
し
て
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

式
終
了
後
、
各
組
の
代
表
が
本
年
度
の
事
業
紹
介
を
し
、
最

後
に
斉
藤

・
曽
我
両
監
事
の
総
括
、
続
く
平
野
副
会
長
の
閉
会

宣
言
に
て
平
成
十
九
年
度
の
定
期
総
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
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『書』について その2「筆法」

豆 矢口識

[収 筆]
図 (5)止 め

昨
年
の

「
文
房
四
宝
」
に
続
き
、
そ
の
２
と
し
て

今
回
は

「筆
法
」
に
つ
い
て
ご
説
明
致
し
ま
す
。

書
の
文
字
に
は
主
に

「蒙
書

・
隷
書

・
楷
書

・
行

書

・
草
書

・
仮
名
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
日
頃
私
達

が
法
務
で
書
を
書
く
際

「白
木
位
牌

・
塔
婆

・
掲
示

物
」
等
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
、
大
半
の
人

が
見
て
理
解
で
き
る
書
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は

【
一
点

一
画
】
が

丁
寧
で
、
見
る
側
に
も
判
り
易

い
楷
書
に
つ
い
て
の

筆
法
を
解
説
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

文
字
を
書
く
際
、
気
に
な
る
点
は
書
き
始
め
の
筆

の
入
り
方
起
筆
、
線
の
途
中
の
送
筆

（折
れ

。
曲
が

り

・
反
り
）
、
線
の
終
わ
り
の
収
筆

（止
め

・
は
ね
）

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
左
記
の
図
に
於
き
ま
し

て

一
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
説
明
致
し
ま
す
。

【起
筆
】
図

（
１
）
横
画
の
筆
の
入
り
方
。
楷
書
の

筆
の
入
り
方
の
基
本
は
、
斜
め
約
四
十
五
度
を
目
安

に
し
て
戴
き
筆
を
そ
の
ま
ま
水
平
に
動
か
し
ま
す
。

【送
筆
】
図

（２
）
折
れ
。
折
れ
の
部
分
で

一
旦
や

や
筆
を
上
げ
、
再
度
筆
を
入
れ
る
様
な
気
持
ち
で
し

っ
か
り
止
め
て
か
ら
筆
を
運
び
ま
す
。

図

（
３
）
曲
が
り
。
や
や
左
上
か
ら
斜
め
に
筆
を

入
れ
、
少
し
丸
み
を
帯
び
る
よ
う
に
線
を
書
き
ま
す
。

図

（
４
）
反
り
。
起
筆
部
分
は
し

つ
か
り
止
ま
り
、

や
や
反
ら
す
様
に
し
て
線
を
書
き
、
払
う
際
に
も
し

っ
か
り
止
め
て
は
ら
い
ま
す
。
＊
起
筆
部
分
で
し

っ

か
り
止
め
な
い
で
書
き
ま
す
と
、
下
に
行
く
ほ
ど
線

が
太
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【収
筆
】

図

（
５
）
止
め
。
筆
を
水
平
に
動
か
し

て
き
た
ら
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
止
め
ま
す
。

図

（
６
）
は
ね
。
線
を
は
ね
る
際
、
上
に
向

っ
て

は
ね
た
く
な
り
ま
す
が
、
線
を
垂
直
に
運
ん
で
き
ま

し
た
ら
、　
一
旦
止
ま
り
、
筆
を
そ
の
ま
ま
横
に
水
平

に

（や
や
ゆ
っ
く
り
め
）
は
ね
ま
す
。

以
上
、
簡
単
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
筆
の
運
び
に
つ

い
て
ご
説
明
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。

書
を
書
く
際
、
誰
も
が
上
手
く
書
き
た
い
と
思
う

気
持
ち
で

一
杯
だ
と
思
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
上
手

く
い
か
な
い
の
が
書
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
自
身
の

字
を
書
く
と
、
ど
う
し
て
も
線
の
長
短
や
太
さ
細
さ

と
い
っ
た
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。
私

自
身
、
常
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
書
は

「古
典

（古
筆
と

に
習
う
こ
と
。
例
え
ば
楷
書
で
あ
れ
ば
、

中
国
は
唐
の
時
代

（六
三
二
年
）
ス
九
成
宮
酷
泉
名

・

おう
よう
じ
ゅん　　　
　　
　　　
　　
　　　
　　
が
んと
う
し
ょう
き
ょう
のし
ょ
ち
ょす
い
り
ょう

欧
陽
詢
し
、
（六
五
三
年
）
《
雁
塔
聖
教
序

・
猪
遂
良
じ

と
い
っ
た
名
蹟
を
お
手
本
と
し
て
練
習
を
し
て
い
ま

す
。
著
名
な
書
家
の
先
生
も
皆
、
古
典
に
学
び
、
そ

の
学
ん
だ
中
か
ら
ご
自
身
の
個
性
を
出
し
、
作
品
に

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
品
格
、
美
し
さ
、
そ
し
て
感
動

ま
で
も
さ
せ
て
戴
け
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

仏
教
も
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
て
い
る
の
と
同
様

図

（
１
）
～

（６
）

に
、
書
も
何
千
年
も
の
歴
史
を
経
由
し
て
今
に
引
き

継
が
れ
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
書
は
直

ぐ
に
上
手
く
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
々

書
く
こ
と
の
積
み
重
ね
が
、
少
し
ず

つ
上
達
を
し
て

い
く
秘
訣
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

歴
史
あ
る
書
、
正
し
い
字

・
品
格
あ
る
書
を
今
後

も
古
典
か
ら
学
び
、
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
改
め

て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

以
上
、
璽
日
に
つ
い
て
」
と
題
し
ま
し
て
、
二
回
に

亘
り
執
筆
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
内
容
に
際
し
ま

し
て
は
不
十
分
な
点
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
未
熟
な

為
、
そ
の
点
は
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

筆
　
大
場
得
法

図 (4)反 り
[起 筆]
図 (1)横画

[送 筆]
図 (2)折れ

図 (3)曲 がり図 (6)は ね

編
集
後
記

皆
様
、
今
回
の

「浄
青
神
奈
川
」
は
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
？

前
号
に
引
き
続
き
、
内
容
盛
り
沢
山
、
読
み
応
え

十
分
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
「浄
青
神
奈
川
」
は
第
二
十
四
号

を
迎
え
ま
し
た
。
編
集
委
員
会
と
し
て
積
み
上
げ
て

参
り
ま
し
た
歴
史
を
踏
ま
え
、
熟
考
の
上
、
編
集
作

業
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
お
読
み
頂
く
皆
様
、
ご

寄
稿
頂
い
た
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
る
事
が
出
来
る

よ
う
、
ま
た
当
紙
が
対
外
機
関
紙
と
し
て
価
値
あ
る

も
の
に
な
る
様
、
編
集
委
員

一
同
、
更
な
る
努
力
を

し
て
参
り
ま
す
。
次
号
を
お
楽
し
み
に
！

編
集
委
員
会

一
同

11
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小田原 少年院

6月 機関紙『浄青神奈川』第34号発行

7日 (木 )～8日 (金) 関ブロ第35回 総会研修会

4日 (水 )

29日 (日 )～31日 (火 )

栃木教区停都官献カンデl晰木県船ガlt/夕4

大本山光明寺開山忌前清掃奉仕 第3回lL事会 大本山光明寺

第60回夏期僧堂手伝い(関東地方教化センター・神奈川教区)大 本山光明寺

7月

8月

9月

10月

30日 (木 )予定 浄土宗青年会 第3回全国大会 愛媛県松山市 (予定)

1日 (土) 神浄青ホームページ開設

第4回理事会第5回法然塾 大本山光明寺

9日 (火)大 本山光明寺十夜前清掃奉仕
14日 (日 ) 十^夜托 鉢 十夜法要手伝い

24日 (水) 関ブロ浄青スポーツ交流大会 (千葉教区)

第5回理事会  大本山光明寺

大本山光明寺

未定

17日 (土)神 浄青大別時念仏会。第6回法然塾
26日 鯛)神 奈川教区長杯争奪ソフトボール大会

大本山光明寺

担当 港北組

12日 (水)第 6回理事会臨時総会 忘年会 未定

11月

12月

1月

2月

3月

24日 休 )御 忌 別 時 会 第7回理事会 大本山光明寺

第7回法然塾

インド仏跡巡り(他宗団見学 )

未定

インド

第8回理事会

家族親睦会

末日 神浄青HOW TO B00K発 行予定

大本山光明寺

未定

締浄青九別時懸継碁
選択 (せんたく)の責務
～軽な (せ ん ちゃ く)を ね って～

I I tr 17a(r)期日

会場 人木出え明寺




